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実態調査
座長：石田 瞭（東京歯科大学摂食嚥下リハビリテーション研究室）
2023年6月17日(土) 10:30 〜 11:00  ポスター会場 (1階　G3)
 

 

非経口栄養管理中の要介護高齢者に対する口腔衛生管理に関する検討
○松原 ちあき1,2、白部 麻樹2、枝広 あや子2、本川 佳子2、森下 志穂2,4、本橋 佳子2、岩崎 正則2、渡邊 裕3,2、平

野 浩彦2 (1. 静岡県立大学短期大学部歯科衛生学科、2. 東京都健康長寿医療センター研究所、3. 北海道大学大学院

歯学研究院、4. 明海大学保健医療学部)

 
【目的】 

非経口栄養管理中の者では，口腔の自浄作用の低下やケア不十分により，口腔衛生状態が不良になりやすい。そ

のため非経口栄養管理中の者においても継続的な口腔衛生管理が必要と言われているが，その口腔衛生状態の実

態は明らかにされていない。そこで本研究では，要介護高齢者を対象に口腔衛生状態の調査を実施し，非経口栄

養管理中の要介護高齢者での効果的な口腔衛生管理を検討することを目的とした。 

【方法】 

対象者は2019年に実施の調査に参加した A県の介護保険施設等に入所中の要介護高齢者249名とした。調査項目

は，性別，年齢， Barthel Index（ BI），主な栄養摂取方法（経口栄養，それ以外），既往歴，口腔衛生状態（プ

ラーク・舌苔付着，口腔乾燥），口腔清掃習慣（口腔清掃行為の自立，口腔清掃回数）等とした。主な栄養摂取

方法が経口栄養以外の者を非経口栄養群として経口栄養群と両群間での比較を行い，口腔衛生状態不良の関連因

子について二項ロジスティク回帰分析を行った。 

【結果と考察】 

非経口栄養群（37名，平均年齢81.8±12.2歳，男性51.4％）では，経口栄養群（212名，平均年齢87.2±

7.3歳，男性20.8％）と比較して，有意に脳血管障害既往者が多く， BI値が低く，プラーク，舌苔，口腔乾燥を認

める者が多く，口腔清掃行為が自立している者が少なかった（ p<0.05）。また，口腔衛生状態不良の関連因子

（オッズ比、95%信頼区間）としてプラーク付着には BI（0.98、0.96-0.99），残存歯数（1.18、1.11-

1.26）が，舌苔付着には非経口栄養管理中であること（7.25、1.82-28.9），口腔乾燥には非経口栄養管理中であ

ること（3.89、1.34-11.21）があげられた。以上より，多くの非経口栄養管理者は ADLが低下しており，セルフ

ケアが困難なため口腔衛生状態不良であると考えられた。またプラーク付着には ADLや残存歯の存在が関連する

が，舌苔付着や口腔乾燥には非経口栄養管理の状態が関連することから，非経口栄養管理者の口腔環境を良好に

保つためには，介助者による口腔清掃に加え，舌等の口腔粘膜の衛生，保湿管理が必要であることが示され

た。(COI開示:なし)(東京都健康長寿医療センター研究倫理委員会承認番号37)


